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連日公衆衛生的な課題が報道されています。宮崎県の

口蹄疫の流行，その後ゲリラ豪雨，浸水，土石流などの

被災者，猛暑による熱中症の死亡者，また世相を反映し

てか，生活保護に関連する貧困ビジネス，自殺，乳幼児

虐待，超高齢者の放置や行方不明になっている人々な

ど。人々の生命や健康の保護は我々の大事な仕事であり

ます。日頃保健所の皆さんと結核患者の事例検討をして

います。高齢者のネグレクト，医療保険がない者，閉じ

こもり患者，住み込み就労者，医療ケアの乏しい施設に

入所している方々において結核の重症者，死亡者が目立

っていることを実感させられています。自分の力で問題

解決ができない人々が多くなってきており，公衆衛生関

係者のあり方が問われています。

近年社会問題となっています虐待・暴力，自殺，薬物

汚染，性感染症流行，喫煙問題などの問題の解決には医

学的な手段だけでは目的を達することができないもので

あります。公衆衛生対策において社会政策の重要性が高

くなってきています。連載中の「健康の社会的決定要因」

は時機を得たものであります。本年秋に大井田隆会長，

桜山豊夫会長代行の下で東京で開催される第69回総会の

テーマが「公衆衛生の発展に向けて～調査研究から政策

へ～」とされています。まさに政治や政策が重要な時代

となってきていることに対応したテーマであります。

私事になりますがこの春に医学部を離れ，ある大学の

社会安全学部の一員となりました。人々の安全の裾野は

広く世間知らずであったことを痛感させられています。

川でしか泳いだことのなかった者が，いきなり海の沖合

に放り出されたような思いでいます。

掲載論文の中に災害時の被災者への食支援，また地域

のう蝕予防の保健活動評価に関するものがあります。こ

のような実践的な活動に関わる論文の投稿が多くなるこ

とを期待しています。 （高鳥毛敏雄）


